
台灣日本語文學會（成立 20 週年）．淡江大學日本語文學系 

 2009 年度台灣日本語文學國際學術研討會 

－日本語教育之活性化－ 
地 點：淡水鎮英專路 151 號  淡江大學淡水校園               時 間：2009 年 12 月 19 日（星期六） 

          主會場：驚聲國際會議廳（驚聲大樓 3 樓）                     副會場：覺生國際會議廳（覺生大樓 10 樓） 

                                                                   驚聲大樓 T311．T212 教室 

 08：30－09：10 報 到 

09：10－09：25 開 幕 式（驚聲國際會議廳）                     主持人：邱 榮金（台灣日本語文學會理事長） 

                                                                                               彭 春陽（淡江大學副教授兼系主任） 
09：25－09：45 茶 敘 時 間 

09：45－10：25 
第一場  演講（驚聲國際會議廳） 
主 持 人：彭 春陽（淡江大學副教授兼系主任） 

講 者：黃色 瑞華（城西大學教授） 

講 題：漢詩文の俳訳 

第二場  演講（覺生國際會議廳） 
主 持 人：賴 錦雀（東吳大學教授兼外語學院院長） 

講 者：金田一 秀穗（杏林大學教授） 

講 題：言葉と文化 

10：25－11：05 
第三場  演講（驚聲國際會議廳） 
主 持 人：邱 若山（靜宜大學副教授兼系主任） 

講 者：森 正人（熊本大學教授） 

講 題：龍蛇をめぐる伝承文学 

第四場  演講（覺生國際會議廳） 
主 持 人：陳 淑娟（東吳大學教授） 

講 者：齋藤 倫明（東北大學教授） 

講 題：複合語に見られる間接的な受身的関係について 

11：05－11：45 
第五場  演講（驚聲國際會議廳） 
主 持 人：孫 寅華（淡江大學副教授） 

講 者：太田 敬雄（前日本比較文化學會會長） 

講 題：相互理解に基づいた平和な地球を作るために－NPO 法人国際比較文化研究所の取り組みから－

第六場  演講（覺生國際會議廳） 
主 持 人：曾 秋桂（淡江大學教授） 

講 者：廬 明姬（前韓國日本語學會會長） 

講 題：韓国における日本語学及び日本文学の研究動向 
11：45－11：55 茶 敘 時 間 

11：55－12：20 台灣日本語文學會成立 20 週年會員大會（驚聲國際會議廳）  主持人：邱 榮金（台灣日本語文學會理事長） 

11：55－12：55 午 餐 時 間 

第七場  壁報發表（驚聲大樓入口大廳處） 

Α:日本文學 Β:日本語學 Ｃ:日本語教育 

○1 發 表 者：吳 侑蓉（淡江大學碩士生） 

題 目：文学作品における猫の意味 

－『避暑地の猫』を中心にして－ 

○1 發 表 者：葉 秉杰（政治大學碩士生） 

題 目：日本語動詞由来複合語の語形成 

－認知意味論の観点から－ 

○1 發 表 者：黑川 直子（アメリカデューク大學講師） 

題 目：作文指導におけるピアフィードバックの効果とオンラ

インツール活用の可能性 

○2 發 表 者：梁 瀞文（銘傳大學碩士生） 

題 目：私小説の観点からみる林芙美子の『放浪記』の虚実 

○2 發 表 者：黃 志傑（政治大學碩士生） 

題 目：非難・不信を表す「だろうね」、「だろうよ」、「だろう

か」 

○2 發 表 者：孫 毅權（銘傳大學碩士生） 

題 目：台湾人短期留学生の日本語能力に関する上達感につい

て－読むと書く能力についてー 

○3 發 表 者：葉 夌（淡江大學碩士生） 

題 目：村上春樹『ノルウェイの森』における異界への旅 

－泉鏡花『高野聖』と比較して－ 

○3 發 表 者：陳 怡佑（淡江大學碩士生） 

題 目：テレビドラマにおける女性文末詞の変化 

－2000 年以降の働く女性の作品を中心にして－ 

○3 發 表 者：胡 育銘（銘傳大學碩士生） 

題 目：台湾人日本語学習者の格助詞の習得状況に関する予備

調査－格助詞「デ」を中心に－ 

○4 發 表 者：羅 雅徽（銘傳大學碩士生） 

題 目：芥川龍之介『南京の基督』にみられる映画的要素につ

いての一考察 

○4 發 表 者：林 禮寧（政治大學碩士生） 

題 目：「目的格+ガ持っている」という表現 

－格の逸脱現象－ 

○4 發 表 者：楊 敏烈（銘傳大學碩士生） 

題 目：異文化理解を目標とする「日本文化」教材に対する考

察－台湾の大学日本語専攻学科日本文化科目に使われ

る教材について－ 

○5 發 表 者：劉 曉慈（淡江大學碩士生） 

題 目：『花のれん』における情と欲の交錯する大阪女性の世

界－女性の男女関係を中心に－ 

○5 發 表 者：早崎 真實（淡江大學碩士生） 

題 目：雑誌広告のテクスト分析 

－旅行広告が読者に与える影響－ 

○5 發 表 者：郭 峻志（淡江大學碩士生） 

題 目：日本語学習態度の形成 

－第二言語不安と自己効力感との関連から－ 

○6 發 表 者：吳 心妤（淡江大學碩士生） 

題 目：龍瑛宗の短編小説における夫婦像 

－1945 年以前の小説を中心に－ 

○6 發 表 者：橫田 裕貴子（淡江大學碩士生） 

題 目：中国語母語話者の可能表現形式における選択について

12：55－13：50 

○7 發 表 者：蔣 宛玲（淡江大學碩士生） 

題 目：井上靖の『淀どの日記』における母親像 

○7 發 表 者：林 芸蔓（淡江大學碩士生） 

題 目：女性キャラクターの登場における湯川の心理変化 

○6 發 表 者：廖 伯承（淡江大學碩士生） 

題 目：インストラクショナルデザインのモデルを応用したブ

レンド型－e-Learning 教材の開発について－OPTIMAL

モデルを用いて－ 

13：50－15：10 第八場  論文發表（驚聲國際會議廳） 第九場  論文發表（驚聲大樓 T212 教室） 第十場  論文發表（驚聲大樓 T311 教室） 

13：50－13：55 主持兼評論人：林 雪星 

（東吳大學副教授兼系主任） 

主持兼評論人：林 長河 

     （銘傳大學教授兼系主任）

主持兼評論人：吉田 妙子 

（政治大學教授）

13：55－14：15 ○1 發表者：野口 周一（ソニー學園湘北短期大學教授） 

題 目：戦前期台湾における歌人“渡辺よしたか＂について 

○4 發表者：堀越 和男（淡江大學助理教授） 

題 目：日本語学習の動機づけと大学の成績との関係 

－学習に取り組む力・継続する力とは－ 

○7 發表者：池田 裕．三好 理英子．笠原 ゆう子 

（電氣通信大學國際交流推進センター）

題 目：〈依頼〉に伴う〈情報提供〉－中国語・韓国語・英語を母語と

する日本語学習者と日本語母語話者を比較して－ 

14：15－14：35 ○2 發表者：王 佑心（銘傳大學助理教授） 

題 目：松本清張「張込み」試論 

○5 發表者：齊藤一夫（南山大學博士生） 

題 目：同意を標示する応答詞「そうです/そうですね」の使用制約に

関する語用論的考察 

○8 發表者：齊藤 學．田中 大輝（中華大學助理教授．講師） 

題 目：とりたて詞「も」の意味と情報の構造化 

14：35－14：55 ○3 發表者：王 嘉臨（淡江大學兼任講師） 

題 目：「クローディアスの日記」論－日記形式を視点に－ 

○6 發表者：齊藤朗子（南山大學博士生） 

題 目：日本語の反論表明時における「前置き表現」に関する語用論

的考察－「交感伝達」機能による再解釈の試み－ 

○9 發表者：淺田 和泉（熊本大學博士生） 

題 目：“もう一人も来なかった＂は、何人来たのか？ 

－副詞の音韻的多義について－ 

14：55－15：10 討論時間 討論時間 討論時間 

15：10－15：20 茶 敘 時 間 

15：20－16：40 第十一場  論文發表（驚聲國際會議廳） 第十二場  論文發表（驚聲大樓 T212 教室） 第十三場  論文發表（驚聲大樓 T311 教室）

15：20－15：25 主持兼評論人：劉 長輝 

（淡江大學副教授） 

主持兼評論人：鄭 婷婷 

     （中國文化大學副教授兼系主任）

主持兼評論人：王 世和 

（東吳大學副教授）

15：25－15：45 ○10發表者：森安 雅子（真理大學助理教授） 

題 目：西鶴の武家物に描かれた「敵討」について 

－『武道伝来記』と『武家義理物語』を中心に－ 

○13發表者：陳 相州（名古屋大學博士生） 

題 目：中国語母語学習者の「でも」の会話使用に関する横断研究 

－使用位置及び共起表現を中心に－ 

○16發表者：林 立萍（台灣大學副教授） 

題 目：台湾の大学入試センターの日本語語彙表の「初級Ⅰ」につい

て 

15：45－16：05 ○11發表者：顧 錦芬（淡江大學講師） 

題 目：「ひかりの素足」論－死生観を中心に－ 

○14發表者：江 佩璇（名古屋大學博士生） 

題 目：台湾出身の学習者による日本語の語中歯茎破裂音/ｔ/と/ｄ/の生成

－持続時間の制御を中心に－ 

○17發表者：羅 曉勤（銘傳大學助理教授） 

題 目：外国語学習環境におけるピア・レスポンスの可能性 

－作文授業を中心に－ 

16：05－16：25 ○12發表者：鄭 加禎（開南大學助理教授） 

題 目：日本と台湾における意思決定の対照研究 

○15發表者：山下 明昭（日本香川大學教授） 

題 目：第二言語習得支援における認知言語学的アプローチ 

○18發表者：山內 信幸（日本同志社大學教授） 

題 目：日本語の強意副詞「全然」の意味記述をめぐって 

16：25－16：40 討論時間 討論時間 討論時間 

16：40－16：50 茶 敘 時 間 

第十四場  圓桌論壇（驚聲國際會議廳） 

主題：日本語教育之活性化     與談兼主持人：邱 榮金（台灣日本語文學會理事長） 
與談人○1：黃色 瑞華（城西大學教授） 與談人○2：森 正人（熊本大學教授） 

與談人○3：太田 敬雄（前日本比較文化學會會長） 與談人○4：金田一 秀穗（杏林大學教授） 

與談人○5：齋藤 倫明（東北大學教授） 與談人○6：廬 明姬（前韓國日本語學會會長） 

與談人○7：徐 興慶（台灣大學教授兼系主任） 與談人○8：蘇 文郎（政治大學教授兼系主任） 

與談人○9：楊 錦昌（輔仁大學教授兼系主任）  

16：50－17：40 
 
 
 
 
 
 
 

17：40－18：10 討論時間 

18：10－18：15 閉 幕 式（驚聲國際會議廳）                     主持人：落合 由治（台灣日本語文學會副理事長） 

19：00－21：00 懇 親 會（淡水福格大飯店）                     主持人：落合 由治（台灣日本語文學會副理事長） 

主 辦    台灣日本語文學會．淡江大學日本語文學系 
贊助單位    教育部．行政院國家科學委員會（預定）．日本交流協會 


